
PICK UP! SYMBOL各社のシンボルであるロゴマークに隠されたヒミツとは……？

関西ペイント株式会社

当社グループの変わらない思いを表す
統一コーポレートブランド
　当社は2018年、グループ創立100周年の節目に社員の思いを一つ
にする北極星として、コーポレートブランドを制定しました。誠実さ
や責任感を持ち当社が社会になすべきことを表す「青」、それを支
える技術や性能・チャレンジを表す「赤」と「白」で社名の頭文字

「K」を型取り、グループが目指すべき姿を表現しています。この思い
は、本年スタートの第18次中期経営計画を機に定めたビジョン「塗
料で人を幸せにする」にもつながっています。

　制定当時、ロゴ切り替え作業の中で、
国内外社員とのやり取りから自然と連
帯感が生まれたことが印象的でした。
作業を進めるうちに、地域の壁が取り
払われていく自分自身の心の変化に、
共通シンボルの重要性を感じました。

　1918年の創立時、当社では末広がりの事業発展を願い「扇」
印が商標として使われていました。創立70周年（1987年）には、
国際競争力のある企業を目指し「未来に向かって飛翔する」を意
味する造語「ALESCO」がコーポレートブランドとして制定されま
した。その後制定された3代目が現在の「K」マークとなります。

関西ペイント株式会社
IR・広報部

西村 和美さん

もっと教えて！

株式会社カサタニ

永遠に続く“カサタニ”

　当社は創業時から笠谷発條株式会社と称していましたが、バネ
事業にとどまらず情報移動体関連樹脂成型など、事業範囲を拡大
するにつれ、お客さまから会社名について質問を受けることも多く
なったことから、現社名へ変更し、ロゴマークも一新することとなり
ました。デザインは社内公募され、名誉なことに当方含め2名の提
案が採用されました。ロゴのKはカサタニの頭文字で、背景に創業者、
笠谷 八郎の8を横向きにすることで無限大をイメージし、当社が永
遠に続くとの意味を込めました。

　シンプルなロゴで気に入っていますが、
自分自身が提案者だけに人が着けている
社章を見て初心に帰ることもあります。
これからも金型だけでなく、金属プレス
加工・樹脂成型・CFRP成型などカサタ
ニのいろんなところを知っていただけるよ
う努力していきます。

　昭和48年2月に会社ロゴを制定し、
若干の修正を加えながら昭和58年6
月に旧ロゴの最終形となりました。平
成8年12月、社名を笠谷発條株式会
社から株式会社カサタニと変更する
タイミングで現在のロゴとなり、今に
いたります。

株式会社カサタニ
金型技術・生産技術部

好士﨑 直樹さん

もっと教えて！

オリックス株式会社

グループ会社が結束し、
未来へ躍進する姿勢を表現
　「ORIX」は、独創性を意味する「ORIGINAL」と、柔軟性や多様
性を表現する「X」を組み合わせて生まれた名前です。独創性に
柔軟性と多様性をかけ合わせ、たえず創造性を追求する積極的で
先見性のある姿と、グループの有機的な結合を表しています。
　シグネチャーの斜めに走る複数のラインはグループ会社を表現
し、一つの目標に向かって結束して未来へ躍進する姿勢を表して
います。また、線上にある球体は「地球」をイメージし国際的な
グループ展開を表現しています。

　オリックスグループは世界約30カ国・
地域で事業を展開し、国内外でさまざま
なグループ会社がありますが、この共通の
シグネチャーを通して、グループ社員の一
体感が醸成されていると感じます。海外グ
ループ会社のオフィスなどでシグネチャーを
見かけると、国境を越えてオリックスグルー
プの一員として働く社員がいることを実感
し、愛着が深まります。

　2023年11月に、「ORIX Group Purpose & Culture」を導入し
ました。国内外のグループ社員103名が世代や立場を超えて議論を
重ねるとともに、お客さま
へのインタビュー、経営幹
部との意見交換を実施し、
オリックスグループの社会
における存在意義を明文
化したものです。

オリックス株式会社
グループ広報・渉外部 
宣伝第一チーム

前田 あかねさん

もっと教えて！

シグネチャー_特色_タテ型

※点線の枠内には文字や図形を入れないでください。

ORIX-RED（C10 M100 Y80）

表示色

ORIX-BLUE（C100 M90 Y50）

Based on Corporate Identity Usage Regulations
コーポレートアイデンティティに基づく ロゴタイプ使用規定

プロジェクト推進室
その他については、プロジェクト推進室まで

Main symbol mark
メイン　シンボルマーク

株式会社キミカ

創業50年を機に“第二の創業”を期して、
「海の恵み海藻」をシンボライズ

　私が実質的な経営を担う常務に就任した1989年、改めて創業
の意気に燃えた若々しい会社に生まれ変わらせようと「第二創業計
画」を実施しました。それを機に天然海藻を有効利用するアルギン
酸事業で“ベスト・イン・ザ・ワールド”を目指す経営方針を明確化、
そのシンボルとして採用したのがこのロゴマークです。 波しぶきを
表す水滴の中に、揺らめく海藻を表現する三本の線が右肩上がり
で伸びています。

　創業から50年を経て、わが社も成熟期
から衰退期へ向かっているように感じ
ました。なんとかして新生の息吹を吹き
込み、チャレンジングな会社に蘇らせよ
うと必死に取り組んだ日々のことを思い
起こさせるマークです。

　初期のロゴは、世界市場に出てゆこうと
の意気込みから、日本の象徴である富士
山に、当時の社名「君津化学工業」の頭
文字から“KKK”を配したもので、米国の白
人至上主義団体を想起させると海外での
使用は憚

はばか

られていました。ロゴを一新し、
世界中でアピールできるようになりました。

株式会社キミカ
代表取締役社長

笠原 文善さん

もっと教えて！
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